
当ふれあいセンターは、国有林をフィールドとして北海道の多様な自然との共生に向けた自然再生活動に取り
組む NPO 等の活動支援、森林環境教育等に携わる教育関係者の支援・技術指導等を行っています。

９月７日（水）、標茶町立中茶安別小中学校で夏の学 写真左：全員で「森と水の

校林活動「るんるんフォレスト」が行われ、当センタ 関わり」の勉強

ーは、その一環で森林教室を行いました。
前日まで台風１２号の影響で天候が心配されました

が、当日は天候に恵まれ最高の森林教室日和となりま 写真下：森林土壌での水の保水力

した。今回は、森林管理署の森林官も講師として参加 実験（左）と裸地上での

し、全校生徒３３名が小学生２班、中学生１班の３班 保水力実験（右）

に分かれて行いました。
初めに、全員で「森林と水の関わり」についてイラ

ストパネルを用いて水の循環の様子を説明したり、森
林内の土壌と裸地の土壌との保水力の違いを観察しま
した。

その後、各班ごとに分かれ色々な土壌の違いで水が
浸透する時間が違うことを理解するために実験を行い
ました。

今回の活動で、森林土壌の役割や重要性についての
理解が深まったものと思います。今後も「るんるんフ
ォレスト」活動がより活発に行われることと思います。

９月１１日（日）、白糠町のイベント「カミングパラダイス」にお
いて、「積み木とモク粘土細工」でブースを出展しました。

今回は、「積み木」や「モク粘土細工」で子ども達や親子で遊ぶコ
ーナーを設け、白糠町緑化推進委員会が行う木育事業に協力する形で
行いました。

モク粘土細工は、鉛筆工場からでる木の粉から作られた粘土で、こ
れを使って「うさぎや熊」などの動物の型に押し当てたり、「花や星」
の型抜きし、色々な形の作品を作って楽しんでもらいました。

積み木では、マッチ箱程度の大きさのイチイやヤチダモなどの木片
を親子で協力して積み上げたり、ドミノ倒しの様に並べて遊んだり思

↑↓ モク粘土細工を楽しむ参加者 い思いに木の感触を楽しんでもらいました。

↑ 参加者の作品（ネコ） ↑ 積み木で遊ぶ親子
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９月１４日（水）、会員１０名が参加して第３回「雷別ドングリ倶楽部」
の活動を雷別地区自然再生事業地で行いました。今回の活動内容は、①「広
葉樹苗の植付け」、②「ヘキサチューブの設置」を行いました。

広葉樹苗の植付けでは、ミズナラ・ハルニレ・ヤチダモ・イタヤカエデ
・シラカンバの５種類の苗２００本と当クラブ会員が「お庭で苗木育成」
に参加して、大切に育ててくれたハ
ルニレの苗も一緒に植付けを行いま
した。

ヘキサチューブの設置では、初め
て見るチューブに戸惑っていました
が、「植えた苗木を鹿の食害から防
ぐ重要な役割がある。」「皆さんが大
切に育ててくれたハルニレの苗に設
置する。」との当センター職員の説
明にやる気満々で組み立て、立派な
森林になるように願いを込めて設置

↑ 植付けと会員が育てたハルニレ 作業を行い、第３回の活動を終了し
（コンテナ苗） ました。 ヘキサチューブの設置 ↑

９月１５日（木）、お年寄りを対象に「生涯学習」 ９月２５日（日）、雷別地区自然再生事業地でボ
をテーマに様々な体験活動や学習活動を実施している ランティアによる植樹を行いました。
非営利的な団体「遊学の会」と連携し、標茶町・厚岸 今回の植樹は、昨年６月にも植樹を行った、新宗
町にまたがる国有林「パイロットフォレスト」におい 連釧路協議会のメンバー２３名が参加し、ミズナラ
て、ユニバーサルデザイン木道を利用した森林浴や飾 ・ハルニレ・ヤチダモ・イタヤカエデ・シラカンバ
り炭作り体験を行いました。また、パイロットフォレ ２００本を植えました。
ストの帰りには、巨木百選に選ばれているミズナラを 植付け作業終了後は巨木百選に選ばれているミズ
見学して、少しだけ元気をもらいました。 ナラを見学しました。午前中に植えたミズナラもこ

の巨木に負けないくらい大きく成長することを祈っ
← 森林浴 ていました。 一本一本丁寧に ↓

（ちょっと湿原

まで・・・）

↑ 植樹風景

←ミズナラの巨木

の前で記念撮影 ミズナラの大きさにびっくり→
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